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謹
賀

 
新
年

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

昨
年
は
豪
雨
災
害
が
癒
え
ぬ
ま
ま
、
台
風

24
号
の
襲
来
が
あ
り
、
経
験
し
た
事
の
無
い

強
風
に
よ
り
、
現
在
も
家
屋
等
の
損
壊
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
物
資
や
人
手
不
足
に
よ
り
、

復
旧
に
は
時
間
が
か
か
っ
て
お
り
ま
す
が
、

一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
30
年
度
で
期
限
切
れ
と
な
る

奄
美
群
島
開
発
特
別
措
置
法
の
延
長
を
目
指

し
た
予
算
も
閣
議
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
島

に
お
い
て
も
第
2
の
地
下
ダ
ム
の
全
体
実
施

設
計
が
着
手
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
交
流
人
口

の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
営
農
環
境
が
徐
々
に

整
備
さ
れ
ま
す
。
2
月
に
は
世
界
自
然
遺
産

登
録
を
目
指
し
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
推
薦
書
を
提

出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
平
成
最
後
の
年
で
す
。
5

月
に
は
新
し
い
元
号
と
な
り
ま
す
。
議
会
議

員
の
12
名
も
、
皆
様
の
代
弁
者
と
し
て
執
行

部
と
の
両
輪
両
軸
と
し
て
努
め
ま
す
。

　

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

喜
界
町
議
会
議
長　

　
　
　
　
　
　

外
内　

千せ

ん

り里

～英知を絞り新しい時代を目指そう～
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町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
平
成
最
後
の
年

で
あ
る
と
と
も
に
、
新
元
号
元
年
の
年
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
一
年
が
町
民
の
皆
様
に

と
っ
て
実
り
多
い
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　

冒
頭
に
私
事
で
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
、
新

年
1
月
2
日
付
で
喜
界
町
教
育
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
町
教
育
行
政
の
歴
史

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
更
な
る
発
展
や
充
実
に

微
力
な
が
ら
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

さ
て
、
喜
界
町
教
育
委
員
会
で
は
、「
ふ
る

さ
と
と
自
ら
の
未
来
を
拓
く
教
育
の
推
進
〜

や
る
気
に
み
ち
た
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
の
育
成

〜
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
学
校
教
育
や
社

会
教
育
等
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
方
で
変
化
の
激
し
い
現
代
社
会
に
は
新
し

い
教
育
課
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴

い
、
新
し
い
時
代
に
即
し
た
教
育
行
政
を
推

進
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
か
と
考
え
ま
す
。
町

民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　

喜
界
町
教
育
長　

　
　
　
　
　
　

久
保　

康こ

う

じ治

～新しい時代を見据えて～

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

昨
年
、
わ
が
喜
界
島
は
台
風
24
号
な
ど
の

自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
ゴ
ミ
焼
却
施
設
も
大
き
な
被
害
を

受
け
、
町
民
の
皆
様
に
大
変
な
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
年
は
元
号
の
平
成
か
ら
の
変

更
、
消
費
税
の
ア
ッ
プ
、
外
国
人
労
働
者
の

雇
用
拡
大
な
ど
変
化
に
富
む
年
に
な
り
そ
う

で
す
。
国
内
景
気
も
不
透
明
な
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
外
部
環
境
の
中
で
す
が
、
喜
界
島

最
大
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
対
策
は
引
き

続
き
推
し
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
農
業
、
観
光
の
振
興
を
中
心
と
し
た
産

業
の
振
興
、
子
育
て
支
援
、
保
健
福
祉
の
充

実
、
学
校
教
育
を
始
め
と
す
る
人
づ
く
り
な

ど
、
町
民
と
一
丸
と
な
っ
て
粘
り
強
く
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

島
に
は
、
み
か
ん
、
ゴ
マ
、
そ
ら
豆
な
ど

の
原
種
作
物
、
地
球
を
体
感
で
き
る
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
縄
文
遺
跡
な
ど
埋
も
れ
た
潜
在
力

が
あ
り
ま
す
。「
小
粒
で
も
き
ら
り
と
輝
く

い
い
島
」
実
現
に
向
け
、
と
も
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　

喜
界
町
長　

　
　
　
　
　
　

川
島　

健た

て

お勇

～「小粒でもきらりと輝くいい島」実現へ～
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私たち年男・年女

年の抱負
亥

初心忘るべからず
　昨年は、島内外で頑張っ
ている同級生に沢山のエネ
ルギーと刺激をもらいまし
た。
　今年は社会人４年目を迎
えますが、始めの頃の気持
ちは忘れずに。未熟な所は
精進できるよう、新たな変
化を追いかけて、成長する
年となるよう頑張ります。萩原　萩原　真真

ま き こま き こ

貴子貴子  さんさん
（赤連）（赤連）

平成７年平成７年
生まれ生まれ

日々感謝
　明けましておめでとうご
ざいます。今年は、とても
懐かしい人達との再会から
スタート！！という素敵な
始まりでした。
　支えてくれる周りの方達
に感謝し、笑顔溢れる日々
を過ごしていきたいと思い
ます。

小山　小山　江江
え り こえ り こ

利子利子  さんさん
（湾）（湾）

昭和58年昭和58年
生まれ生まれ

最高学年の目標
　私は、今年最高学年にな
ります。そのため、下級生
のお手本となることが今年
の目標です。
　みんなを笑顔にし、頼ら
れる存在になれるよう、勉
強やスポーツに、これまで
以上に力を入れて頑張りた
いと思います。

富田　みやび 富田　みやび さんさん
（小野津）（小野津）

平成19年平成19年
生まれ生まれ

今年の目標
　ぼくの今年の目標は、ぼ
くのならっている野球の試
合で１点をとることです。
　ぼくは、２年生のころか
ら野球をならっているけ
ど、試合で１点もきめたこ
とがありません。それに今
年で６年生なので、もっと
野球が上手になるようにし
たいです。吉山　吉山　茶茶

ちゃじんちゃじん

信信  くんくん
（坂嶺）（坂嶺）

平成19年平成19年
生まれ生まれ

猪のように
　あけましておめでとうご
ざいます。今年で 24 歳。
もう24歳。１年１年があっ
という間に過ぎていくのを
実感します。
　年男の節目の年に色々な
面で新たな一歩を踏み出す
年にしたいので、猪のよう
に真っ直ぐ突っ走っていき
たいと思います！！！登　登　陽陽

あきおあ き お

雄雄  さんさん
（志戸桶）（志戸桶）

平成７年平成７年
生まれ生まれ

日々精進
　昨年は家族も増え、家の
中がより賑やかになりまし
た。慌ただしい日々の中、
多くの方々に助けてもら
い、恵まれた環境で子育て
できている事に感謝です。
　今年 36歳。健康に気を
つけ、家族皆が笑顔で過ご
せるよう日々精進していき
ます。作井　作井　貴貴

きいちき い ち

一一  さんさん
（中里）（中里）

昭和58年昭和58年
生まれ生まれ

2019年は「亥年」。

昭和10年生まれから平成19年生まれまでの

亥
いのしし

年の皆さんに新年の抱負について寄せて

いただきました。
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日々、感謝
　今年年女！来年 49歳！私
の中で 49歳といえば、亡く
なった父の年齢です。今私は
結婚し優しい夫と3人の子供
に恵まれ忙しくも幸せな日々
を過ごしています。これから
も「幸せ」を噛み締めながら、
女手一つで育ててくれた母に
感謝し、父の分も精一杯楽し
く生きていきたいです。竹山　竹山　志志

し のし の

乃乃  さんさん
（湾）（湾）

昭和46年昭和46年
生まれ生まれ

後藤　後藤　美美
み え こみ え こ

枝子枝子  さんさん
（湾）（湾）

昭和34年昭和34年
生まれ生まれ

元気な私にありがとう
　あけましておめでとうご
ざいます。この齢になるま
で仕事と仲間に恵まれて感
謝しております。仕事大好
き、休日には趣味の花づく
りもとても幸せになりま
す。土から元気をもらって、
また明日から頑張ろうとい
う気持ちになります。元気
な私にありがとう。澄江　澄江　智智

ち ず こち ず こ

頭子頭子  さんさん
（湾）（湾）

昭和22年昭和22年
生まれ生まれ

めぐり合わせの幸せ
　帰島して早 23年、右も
左も分からぬ儘過ごして参
りました。有難い事に集落
の皆様方には勿論、趣味で
出会った多くの方々にも恵
まれて、本当に幸福せ者と、
一人悦に入っている今日こ
の頃です。この先も有意義
に楽しく過ごしていきたい
と思っております。亀井　亀井　邵邵

しょうこしょうこ

子子  さんさん
（志戸桶）（志戸桶）

昭和10年昭和10年
生まれ生まれ

アインシュタインのように
　明けましておめでとうご
ざいます。早いもので４度目
の年男を迎えました。かの
有名なアインシュタインの
「昨日から学び、今日を生き、
明日に希望を持て」との言
葉のように、日々反省し、
行動し、希望を持って何事
にも取り組み、健康で楽し
い１年にしたいと思います。萩原　萩原　昭昭

あきひろあきひろ

浩浩  さんさん
（塩道）（塩道）

昭和46年昭和46年
生まれ生まれ

丁寧に生きる
　あけましておめでとうござ
います。30代でシマバンサー
になり、今年還暦を迎えまし
た。これまでの道程を陰で支
え、力をいただいた方々にと
ても感謝しています。これか
らも島を楽しみながら縁や絆
を繋ぎ、楽に流されないよう
丁寧に日々を編んでいきたい
と思います。外内　外内　淳淳

すなおすなお

  さんさん
（赤連）（赤連）

昭和34年昭和34年
生まれ生まれ

とことん楽しむ！
　我ながら好きな事を真っ
直ぐとことん楽しんできま
した。正に自らの干支に相
応しい人生かもしれませ
ん。体力には自信がありま
したが、さすがに最近ゴル
フの飛距離が落ちつつあり
ます。今後は肩の力を抜い
て自然体にて、日々を楽し
んでいきたいと思います。平島　平島　文文

ふみまろふみまろ

麿麿  さんさん
（島中）（島中）

昭和22年昭和22年
生まれ生まれ

新年の抱負
　2019 年は年号も変わる
心機一転の年。
　猪年は横も後ろも振り向
かず前進あるのみ。目標は、
猪のように前を見据えて自
転車で喜界島一周をするこ
と。グランドゴルフやゲー
トボールも続けながら楽し
く充実した日々を過ごして
いきたい。平馬　平馬　豊豊

とよはちろうとよはちろう

八郎八郎  さんさん
（湾）（湾）

昭和10年昭和10年
生まれ生まれ

猪突猛進
　「干支は？」「猪！」「やっ
ぱり！」と幾度となく頷かれ
て参りました。ん？と思い
ながらも納得する自分がい
ます。昭和を30年、平成も
30年。そして新しい年号は
30年以上を目指して亥年生
まれに相応しく真っ直ぐ歩ん
でいきます。でも、時には立
ち止まったり寄り道も…（笑）
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実行委員長の実行委員長の
登聖佳登聖佳さんさん

抱負を述べる抱負を述べる
豊田裕美豊田裕美さんさん

新成人へ語りかける新成人へ語りかける
時本ひとみ時本ひとみさんさん

新成人（男子33人・女子34人　計 67人）新成人（男子33人・女子34人　計 67人）

記念品を受けとる新成人の玉利健太朗さん

　

喜
界
町
成
人
式
実
行
委
員
会
な

ど
が
主
催
す
る
平
成
31
年
喜
界
町

成
人
式
が
１
月
２
日
、
自
然
休
養

村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。
式

に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
新
成
人
の
界
眞

子
さ
ん
が
島
唄
な
ど
で
新
成
人
を

祝
福
し
、
島
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
東
郷
晶
子
さ
ん
は
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
で
会
場
を
大
い
に
盛

り
上
げ
た
。

　

式
は
、
実
行
委
員
会
の
開
会
の

こ
と
ば
で
始
ま
り
、
国
歌
斉
唱
、

町
民
憲
章
の
朗
読
と
進
み
、
実
行

委
員
長
あ
い
さ
つ
で
登
聖き
よ
か佳

さ
ん

が「
今
の
私
た
ち
が
い
る
の
は
両
親
、

先
生
、地
域
の
方
々
な
ど
の
お
か
げ
。

私
も
高
校
を
卒
業
し
て
島
で
働
き
、

こ
れ
ま
で
汗
水
流
し
て
働
い
て
く

れ
た
両
親
の
大
変
さ
を
肌
で
感
じ
、

今
ま
で
以
上
に
感
謝
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
。
亡
き
母
が
教
え
て
く

れ
た
「
い
つ
ま
で
も
あ
る
と
思
う
な

親
と
金
」。
い
つ
ま
で
も
親
が
元
気

で
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
父
に
は
恩
返
し
が
で
き
る
時
に

何
か
し
て
あ
げ
た
い
。
今
こ
の
時
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
ど
ん
な
時
も

前
を
向
い
て
自
分
ら
し
く
生
き
て

い
き
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
祝
辞
や
励
ま
し
の
言

葉
が
あ
り
、
町
か
ら
記
念
写
真
目

録
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

新
成
人
に
贈
る
言
葉
で
は
、
中

里
出
身
で
喜
界
徳
洲
会
病
院
で
看

護
師
と
し
て
働
き
な
が
ら
琉
球
舞

踊
の
普
及
や
指
導
に
活
躍
し
て
い

る
時
本
ひ
と
み
さ
ん
が
登
壇
。
自

身
が
看
護
師
を
目
指
し
て
島
を
離

れ
た
時
の
苦
労
や
琉
球
舞
踊
と
出

会
い
教
師
免
許
取
得
に
向
け
研
鑚

を
続
け
た
日
々
に
つ
い
て
話
し
た
。

最
後
に
「
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す

る
こ
と
は
不
安
も
あ
る
が
、
そ
の
一

歩
を
踏
み
出
さ
な
け
れ
ば
何
も
見

え
て
こ
な
い
。
何
か
に
つ
ま
ず
く
こ

と
は
失
敗
で
は
な
く
、
こ
の
方
法
で

は
駄
目
だ
と
い
う
学
び
。
皆
さ
ん

の
笑
顔
は
本
当
に
素
敵
な
花
。
皆

さ
ん
の
置
か
れ
た
環
境
で
そ
れ
ぞ

れ
の
花
を
咲
か
せ
て
ほ
し
い
」
と
激

励
し
た
。

　

新
成
人
の
抱
負
で
は
代
表
の
豊

田
裕ゆ

み美
さ
ん
（
羽
里
）
が
「
私
は

幼
児
教
育
課
の
学
校
に
通
っ
て
お

り
、
島
の
幼
稚
園
と
保
育
園
で
昨

年
実
習
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
あ
ら
た

め
て
島
の
自
然
溢
れ
る
環
境
の
良

さ
、
人
の
温
か
さ
を
感
じ
た
。
や
れ

ば
出
来
る
喜
界
島
の
子
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
胸
に
、
新
し
い
時
代

を
担
う
人
材
と
な
れ
る
よ
う
、
ま

た
喜
界
島
に
も
貢
献
で
き
る
よ
う

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
決
意

を
述
べ
た
。
式
の
最
後
は
、
嶺
義

久
副
町
長
が
新
成
人
の
栄
え
あ
る

将
来
を
祈
念
し
て
万
歳
三
唱
で
締

め
く
く
っ
た
。

平
成
31
年
喜
界
町
成
人
式

67
人
の
門
出
を
祝
福

6



司会を務めた新成人の岩越海闘さん司会を務めた新成人の岩越海闘さん

記念品を受けとる新成人の玉利健太朗さん記念品を受けとる新成人の玉利健太朗さん

新成人の界眞子さんは島唄で祝福新成人の界眞子さんは島唄で祝福
はやしは奄美市在住のはやしは奄美市在住の井井

わかしわかし

実加さん実加さん

圧巻のステージで新成人を祝福した島出身圧巻のステージで新成人を祝福した島出身
シンガーソングライターの東郷晶子さんシンガーソングライターの東郷晶子さん
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 岩井　 岩井　華華
は なは な

菜菜  さんさん（赤連）（赤連） 岩越 岩越 海海
かいとうかいとう

闘闘  さんさん（塩道）（塩道）

中山 中山 真真
ま き こま き こ

紀子紀子  さんさん（湾）（湾） 萩原 萩原 康康
こうようこうよう

陽陽  さんさん（塩道）（塩道）

平成 31 年喜界町成人式特別企画平成 31 年喜界町成人式特別企画
平成
最後
の

新成人に聞く！   新成人に聞く！   成人迎え何思う？成人迎え何思う？

　両親、先生、友人、お世
話になった皆さんに感謝。
充実の成人式を迎えること
ができました。ありがとう！

　まず、みんなが集う成人
式をめちゃめちゃ楽しむ !
そして今後の人生も楽しみ
ながら進んでいきたい。

上園田 さくら 上園田 さくら さんさん（上西）（上西）

　　働く母の姿にずっと憧れ
てきました。家ではおもし
ろく、職場ではかっこいい母
のような看護師になります！

澄 澄 慶慶
よしひろよしひろ

宏宏  さんさん（上西）（上西）

　今まで親や学校に守られ
てきた自分。成人を機にす
べての言動に責任を持つ立
派な社会人を目指します !

界 界 眞眞
ま こま こ

子子  さんさん（中里）（中里）

　両親、友人、島の方たち
など支えてもらったすべて
の方々に感謝の気持ちで
いっぱいです！

菊地 菊地 祐祐
ゆうだいゆうだい

大大  さんさん（荒木）（荒木）

　今年で学生生活が終わり
社会人になるので、立派に
働いている友人らに負けな
いよう努力していきます !

　できるだけ多くのお客さ
んを笑顔に出来るような素
敵な美容師になります。
　国家試験がんばるぞ !

　紛争が無くならない世の
中。だからこそ自分は常に
LOVE（愛）を持って世の
中に関わっていきたい !

お正月スナップ
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百之台からの初日の出百之台からの初日の出厳かに弓道新年射会厳かに弓道新年射会

今年１年の安泰を願う今年１年の安泰を願う いい年になりますように！いい年になりますように！大吉引いたよ♪大吉引いたよ♪

元旦ゴルフ元旦ゴルフ 元旦駅伝元旦駅伝 新年拝賀式（荒木）新年拝賀式（荒木）

今年の初釣り　たくさん釣れたよ♪今年の初釣り　たくさん釣れたよ♪ 元旦バスケ元旦バスケ 元旦野球元旦野球

お参りの前にお参りの前に手手
ちょうずやちょうずや

水舎水舎でお清め！でお清め！ 多くの人で賑わう境内多くの人で賑わう境内

お正月スナップ

お正月スナップ
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ふ
る
さ
と
納
税

（
寄
付
金
）

　

氏 

名
（
敬
称
略
）  
住
所

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

林  

寿
和

徳  

哲
也

孝
志  

洋
平

孝
志  

茜

久
保  

修

磯
邉  

美
月

湯
川  

知
洋

坂  

秀
之

徳
島  

愛

前
田  

真
理
子

本
橋  

康
史

福
島  

彰

佐
藤  

美
咲

牧
之
瀬  

修

泊  

久
美
子

盛
山  

忠
章

平
野  

涼

兵
庫
県
神
戸
市

鹿
屋
市

徳
島
県
徳
島
市

徳
島
県
徳
島
市

兵
庫
県
宍
粟
市

東
京
都
江
東
区

大
阪
府
大
阪
市

東
京
都
小
平
市

埼
玉
県
川
越
市

大
阪
府
大
阪
市

埼
玉
県
所
沢
市

福
岡
県
福
岡
市

東
京
都
北
区

東
京
都
世
田
谷
区

奄
美
市

鹿
児
島
市

東
京
都
中
央
区

深
谷  

正
規

三
浦  

実

彦
坂  

啓
介

松
崎  

三
徳

橋
爪  

公
平

井
月  

明

丸
山  

隆
之

赤
坂  
修
治

栄  

忠
行

杉
本  

伊
知
郎

川
畑  

政
人

飯
島  

陽
一

加
藤  

哲
雄

岡
田  

美
和
子

豊
島  

博
二

壽  

光
雄

唐
木  

繁

恩
田  

朋
子

木
村  

博
之

渡
邊  

文
夫

仲  

夕
子

愛
知
県
み
よ
し
市

神
奈
川
県
箱
根
町

東
京
都
中
央
区

兵
庫
県
丹
波
市

岩
手
県
盛
岡
市

千
葉
県
千
葉
市

東
京
都
大
田
区

千
葉
県
千
葉
市

大
阪
府
寝
屋
川
市

東
京
都
台
東
区

大
阪
府
大
阪
市

熊
本
県
熊
本
市

福
岡
県
福
岡
市

兵
庫
県
神
戸
市

福
岡
県
春
日
市

神
奈
川
県
綾
瀬
市

東
京
都
町
田
市

東
京
都
江
戸
川
区

東
京
都
大
田
区

奈
良
県
奈
良
市

東
京
都
港
区

原
田  

耕
二

原
田  

悦
子

永
井  

新
也

石
川  

浩

岡
本  

雅
範

岡
本  

敏
子

小
林  

亮

平  

浩
志

小
林  

航

加
藤  

末
昭

川
島  

邦
彦

大
村  

孝
志

庄
司  

利
之

石
嶋  

潤
一

山
崎  
一
寛

山
本  

哲
博

松
崎  

祐
司

福
元  

新
一
郎

阪
上  

悦
子

有
川  

健
一

西  

良
輔

鹿
児
島
市

鹿
児
島
市

京
都
府
京
都
市

大
阪
府
堺
市

兵
庫
県
神
戸
市

兵
庫
県
神
戸
市

東
京
都
稲
城
市

大
阪
府
東
大
阪
市

東
京
都
中
央
区

千
葉
県
千
葉
市

東
京
都
品
川
区

千
葉
県
千
葉
市

静
岡
県
熱
海
市

千
葉
県
鎌
ケ
谷
市

東
京
都
東
大
和
市

東
京
都
足
立
区

大
阪
府
吹
田
市

大
阪
府
大
阪
市

大
阪
府
岸
和
田
市

鹿
児
島
市

京
都
府
宇
治
市

朝
原  

健

登  

幸
歳

光
岡  

信
昭

上
尾
崎
菜
々
子

開  

陽
子

竹  

浩
一

竹  

佳
苗

里  

賢
一

宮
島  

ま
り

河
村  

孝
一

岩
下  

靖
太
郎

岩
田  

祐
好

坂
田  

高
保

久
保  

一
元

久
保  

ま
つ
よ

久
保  

範
和

加
納  

久
孝

橋
本  

徹

橋
本  

勝
子

福
原  

拓

田
中  
博
志

神
奈
川
県
横
浜
市

神
奈
川
県
横
浜
市

姶
良
市

北
海
道
札
幌
市

埼
玉
県
所
沢
市

東
京
都
板
橋
区

東
京
都
板
橋
区

東
京
都
調
布
市

埼
玉
県
草
加
市

新
潟
県
新
潟
市

長
野
県
上
田
市

大
阪
府
東
大
阪
市

東
京
都
大
田
区

霧
島
市

霧
島
市

霧
島
市

東
京
都
多
摩
市

埼
玉
県
白
岡
市

埼
玉
県
白
岡
市

奄
美
市

東
京
都
江
戸
川
区

芝
田  

佳
典

山
崎  

一
寛

福
田  

郁
雄

澤
田  

忠
美

小
澤  

和
也

篠
原  

暁
子

清
藤  

夏
実

濱
口  

修
宏

武  

美
喜
夫

武  

隆
子

新
田  

幹
男

脇  

尚
子

平
田  

静
也

平
田  

武
大

英  

辰
次
郎

東
京
都
文
京
区

東
京
都
東
大
和
市

千
葉
県
千
葉
市

東
京
都
世
田
谷
区

大
阪
府
吹
田
市

東
京
都
練
馬
区

愛
知
県
東
海
市

兵
庫
県
西
宮
市

兵
庫
県
神
戸
市

兵
庫
県
神
戸
市

兵
庫
県
西
宮
市

鹿
児
島
市

鹿
児
島
市

鹿
児
島
市

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

一
般
寄
付
金

伊
藤　

秀
嘉

喜
界
町

（
災
害
復
旧
支
援
）
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グラッシーと育ての親のルイスさんグラッシーと育ての親のルイスさん

喜
界
馬
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

　

平
成
30
年
12
月
15
日
、
名
瀬
港

か
ら
の
夜
の
フ
ェ
リ
ー
で
、
小
柄
な

馬
が
喜
界
島
の
地
に
降
り
立
っ
た
。

こ
の
馬
こ
そ
、
か
つ
て
喜
界
島
に
存

在
し
た
在
来
馬
・
喜
界
馬
の
子
孫

だ
。
喜
界
馬
（
ト
カ
ラ
ウ
マ
）
の
特

徴
は
体
高
が
1
0
0
㌢
〜
1
2
0

㌢
と
小
型
で
、
毛
色
は
黒
鹿
毛
が

多
く
、
蹄ひ

づ
め

が
強
く
て
丈
夫
。
暑
さ

に
も
強
く
、
し
っ
か
り
飼
い
な
ら
す

と
穏
や
か
で
素
直
な
性
質
に
な
る
。

　

今
回
の
計
画
は
平
成
29
年
6

月
に
発
足
し
た
喜
界
馬
復
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
進
め
て
き
た
も

の
で
、
十
島
村
の
好
意
に
よ
り
、
ト

カ
ラ
ウ
マ
が
無
償
譲
渡
さ
れ
た
。
明

治
30
年
に
喜
界
島
か
ら
宝
島
へ
10

数
頭
の
馬
が
送
ら
れ
た
。
第
二
次

大
戦
後
、
奄
美
群
島
よ
り
一
足
先
に

本
土
復
帰
し
た
ト
カ
ラ
列
島
の
宝

島
に
在
来
の
馬
が
飼
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
初
め
て
判
明
。「
ト
カ
ラ
ウ

マ
」
と
し
て
県
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
た
。

喜
界
馬
の
歴
史
に
つ
い
て

　
「
喜
界
島
と
い
え
ば
馬
、
馬
と
い

え
ば
喜
界
島
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
そ

の
昔
、
馬
の
産
地
と
し
て
有
名
だ
っ

た
喜
界
島
。
肢し

て
い蹄

が
強
く
蹄て

い
て
つ鉄

い

ら
ず
と
し
て
知
ら
れ
、
島
の
農
業

生
産
に
お
い
て
も
「
馬
な
く
し
て
農

業
な
し
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
使

役
用
と
堆
肥
増
産
に
重
宝
さ
れ
た
。

ま
た
、
評
価
の
高
い
喜
界
馬
は
産さ

ん
く駒

生
産
に
よ
る
売
買
で
換
金
面
で
も

大
い
に
役
立
ち
、
ど
の
家
に
お
い
て

も
家
族
の
一
員
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
大

切
な
家
畜
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
戦

時
の
喜
界
島
は
軍
馬
の
生
産
地
と

し
て
活
況
だ
っ
た
。

　

獣
医
師
の
髙
坂
嘉
孝
さ
ん
（
67
・

中
里
）
に
よ
る
と
「
喜
界
島
に
い

つ
か
ら
馬
が
い
た
か
は
定
か
で
は

な
い
が
、
薩
摩
藩
時
代
の
島
を
舞

台
に
唄
っ
た
「
塩
道
長
浜
節
」
に

馬
が
登
場
し
て
お
り
、
少
な
く
と

も
江
戸
時
代
に
は
存
在
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
明
治
44
年
に

喜
界
馬
は
3
千
頭
を
超
え
、
昭

和
12
年
に
日
中
戦
争
に
突
入
す

る
と
軍
馬
の
需
要
が
増
大
し
、
更

に
増
産
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。
ま

た
、
こ
の
頃
よ
り
戦
後
に
至
る
ま
で
、

沖
縄
な
ど
へ
島
外
移
出
が
続
い
た

と
聞
く
。
本
土
復
帰
時
に
は
約

4
千
頭
に
も
及
ん
だ
頭
数
が
、
農

業
の
機
械
化
や
自
家
用
乗
用
車
の

普
及
な
ど
も
あ
り
昭
和
30
年
代
半

ば
に
は
千
頭
、
さ
ら
に
40
年
代
後

半
に
は
百
頭
を
切
る
ま
で
に
減
少

し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
日
清
戦
争
後

の
外
国
種
導
入
に
よ
る
改
良
や
在

来
種
交
配
の
制
限
や
禁
止
の
影
響

を
喜
界
馬
も
受
け
、
戦
後
の
喜
界

馬
の
写
真
に
は
在
来
の
小
型
馬
が

全
く
見
ら
れ
な
い
」
と
解
説
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
時
代
の
波
に
翻
弄

さ
れ
た
喜
界
馬
は
、
平
成
2
年
に

最
後
の
一
頭
（
純
粋
な
在
来
種
で
は

な
い
）
が
死
亡
し
て
剥
製
と
な
り
、

中
央
公
民
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

名
前
は
グ
ラ
ッ
シ
ー

　

そ
れ
か
ら
28
年
後
、
島
に
や
っ

て
き
た
喜
界
馬
の
名
前
は
グ
ラ
ッ

シ
ー
（
小
さ
な
草
の
意
）。
平
成
28

年
5
月
生
ま
れ
の
雌め

す

馬
だ
。
現
在
、

伊
実
久
の
榮
常
光
さ
ん
（
63
）
経

営
の
グ
ロ
ー
リ
ー
牧
場
で
大
切
に

飼
育
さ
れ
て
い
る
。
中
之
島
で
グ

ラ
ッ
シ
ー
を
飼
育
管
理
し
て
き
た
ル

イ
ス
さ
ん
は
「
グ
ラ
ッ
シ
ー
が
生
ま

れ
て
間
も
な
く
母
馬
が
死
亡
し
た

た
め
、
幼
い
頃
か
ら
人
の
手
で
育

て
ら
れ
て
お
り
、
と
て
も
フ
レ
ン
ド

リ
ー
な
馬
。
た
だ
し
、
馬
は
繊
細

な
動
物
な
の
で
大
き
な
音
を
急
に

出
さ
れ
た
り
、
驚
か
さ
れ
た
り
す

る
と
と・

・

・

て
も
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
良

く
な
い
。
ま
た
、
む
や
み
に
餌
を
あ

げ
る
の
も
良
く
な
い
。
と
て
も
頭
の

い
い
動
物
な
の
で
愛
情
を
持
っ
て
接

し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

企
画
観
光
課
の
榮
良
治
係
長
は

「
移
送
に
苦
労
し
た
が
、
無
事
連
れ

て
く
る
こ
と
が
で
き
て
ほ
っ
と
し
て

い
る
。
今
後
は
喜
界
馬
を
復
活
、
保

全
す
る
だ
け
で
な
く
、
活
用
の
道
を

見
出
す
こ
と
が
喜
界
馬
の
真
の
復

活
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
」
と

力
を
込
め
た
。

よ
う
こ
そ

　
　

グ
ラ
ッ
シ
ー

11　Kikai Public Relations 2019.1



Topics　i n　KIKAIJIMA

その都度プレーを止めて説明しながら指導

新年恒例の平成31年喜界町消防出初式が1月6日、
自然休養村管理センターで行われた。

　大島地区消防組合喜界消防分署（前泊哲治分署長）
や喜界町消防団、関係機関から約 130 人が参加した。
式は雨天のため特別点検や放水訓練など一部プログラ
ムを省略して行われた。森正樹団長は謝辞の中で「昨
年は 2つの台風が襲来し、家屋等の破損や長時間に及
ぶ停電など甚大な被害をもたらしたが、人的な被害が
無かった。今後も知識や技術の練磨に努め、町の安心・

平成 31年喜界町消防出初式

　新年の防火・防災への決意新たに！

鹿児島ユナイテッドFCのアカデミーコーチ陣に
よるサッカースクールが 12 月 22 日、町総合

グラウンドで行われた。これは日本エアコミューター
の協力を得て離島の子どもたちにサッカーを教える
活動の一環。この日は、小学生 40 人、中高生 37 人
の計 77 人の子どもたちが参加した。子どもたちは
シュート練習やゴール前での連携、ミニゲームなど
を通して動きの考え方や体の使い方など高い技術を
学んだ。子どもらは「要求のレベルが高く、常に考
えながらプレーしないといけないので難しいが、と
ても勉強になる内容」と充実した様子で話した。

鹿児島ユナイテッドFCサッカースクール

　サッカースクールで高い技術学ぶ

喜界町サッカー協会（深水清志会長）が新たに
立ち上げた「喜界島フットサルリーグ」が 11

月 23 日、町体育館で開幕した。今年度は 9チーム
が参加し、2月末までの期間、総当たり戦を行う。
登録選手も小学校 6年生から 50 歳代、女性や元Ｊ
リーガー、更には外国人選手までと幅広い。サッカー
協会の乾

いぬいしょう

生一
いち

フットサル委員長（36）は、「サッカー
と違い、フットサルは老若男女に関わらず気軽に楽
しめるスポーツ。世代の枠を超えて、大いに楽しん
でもらいたい。いずれは奄美の大会や県大会に出場
出来るチームが出てきてほしい」と話した。

喜界町サッカー協会

　喜界島フットサルリーグ開幕！

一糸乱れぬ整列で安心・安全への決意を表明

強烈なシュートがゴールを襲う

安全に全力を尽くしたい」と述
べた。消防団は団長と 2人の
副団長を中心に、9分団（中央
21人、荒木 11人、上嘉鉄 13人、
阿伝 6人、早町 12人、志戸桶
13人、小野津 11人、坂嶺 9人、
滝川 9人）に所属する 108 人
と女性団員9人を合わせて117
人の団員で構成されている。

女性消防団員を含む28人が表彰を受けた

謝辞を述べる森正樹団長

12
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第98回全国高校ラグビー大会が12月27日に開幕し、
鹿児島県代表は鹿児島実業高校が出場した。

　鹿実は開幕初日に魚津工業高校（富山）と１回戦を
戦い、湾出身の竹内義毅くんがフルバックのポジションで
出場した。義毅くんは前半 8分、仲間がつないできたパ
スを左サイドライン際でも
らうと大外をえぐって先
制トライを決めた。また、
後半 11 分に相手陣内
の中盤でボールを持つ
と、相手タックルを持ち
前のスピードと切れのあ
るステップでかわしなが
ら最後はテレビ解説者も
うなる鋭いステップでか
わしトライを決めた。義毅
くんの活躍もあり初戦は
45－14で快勝。その後、
チームは2回戦で敗退し

全国高校ラグビー

　竹内 義
よしき

毅くん（鹿児島実業 3年・湾）先制トライ決め勝利に貢献！
たものの、全国の舞台で自身の実力を存分に発揮した。
　義毅くんは湾小学校を卒業後、鹿児島市内の中学校
へ進学。その中学校時代にクラブチームでラグビーを始
めた。高校では厳しい練習に耐え3年生になるとフルバッ
クのレギュラーをつかみとった。172㌢、68㌔と大柄では
ないが 50㍍を6秒台前半で走るスピードと3年間で一度
も大きなけがをしたことがない体の強さが武器。
　義毅くんは「3 年間やって
きたことが発揮でき、納得の
いく大会となった。全国大会
出場に当たり島の方からも多く
の支援をいただきありがたかっ
た。今回の活躍が恩返しにな
ればうれしい。現在は陸上自
衛官を目指し勉強の日々。自
分を育ててくれたラグビーを今
後も続けていきたい」と感謝
するとともに次なる目標を見据
えていた。

トライを狙い疾走する【１回戦】
提供写真提供写真 相手陣内に攻め込んでいく

【2回戦】

提供写真提供写真

左から武田さん、依田さん、外内さん

喜界町で初の奄美群島認定エコツアーガイドが
誕生し 12 月 11 日、役場研修室で認定証交付

式が行われた。この制度は、今後世界自然遺産登録
を見据え観光客の増加が見込まれる中で、奄美群島
の固有で美しい自然環境を保全しつつ観光客の満足
度を高めるための対策の一環。
　認定を受けたのは武田秀伸さん（62・湾）、依田
純一さん（63・荒木）、外内淳さん（59・赤連）の 3人。
今後は、奄美群島の自然・文化についての深い知識
を生かしながら観光客に安全で質の高い体験を提供
していくことが期待される。

世界自然遺産登録を見据えて

　奄美群島認定エコツアーガイド誕生！

第3回柳本晶一カンコーCUP中学校新人バレー
ボール名瀬大会（奄美市名瀬バレーボール協

会主催）が 12 月 23 日、奄美市笠利町の太陽が丘総
合体育館で開催され、喜界中学校女子バレー部が見
事に優勝を飾った。喜界中は決勝トーナメント 1回
戦で知名中を２－ 0で下し、続く準決勝は龍南中を
２－ 1（22-25、28-26、25-16）で下した。迎えた決
勝は朝日中を 2－ 1（21-25、25-21、25-16）で破った。
川畑萌

も え

愛主将（2年・湾）は「優勝したことは自信
になったが課題も多く見つかった。次の大会までに
課題を修正して何度でも優勝したい」と意気込んだ。

喜界中女子バレー部

　新人バレーボール名瀬大会で優勝！

優勝後に笑顔で記念撮影
13　Kikai Public Relations 2019.1
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喜界町ホームステイ事業に本年度参加したのは吉
永萌

も ね

音さん（喜界中 3年・湾）と中澤夏
かれ ん

蓮（喜
高普通科 2年・中里）の2人。２人は7月末からアメリ
カ合衆国のワシントン州のアーリントンへ 25日間にわたる
ホームステイへ出発した。最初は不安の中でのスタート
だったというが、ホストファミリーに恵まれホームシックにな
ることもなく充実した日々 を過ごしたと２人は口を揃えた。
　ステイ中のスケジュールは、平日の午前中はアカデミッ
クセンターで英語の勉強やコインの使い方など日常生活

に必要な授業を受け、
午後は社会見学やボ
ランティア、レクリエー
ションなどを行う。土
曜、日曜は終日ホスト
ファミリーと一緒に過
ごす時間で外出して
ショッピングや観光など
を楽しんだり、家の掃
除などをして過ごした

喜界町ホームステイ事業

　今年も２人の生徒が海外での学びを体験！

東日本大震災復興支援チャリティー第 32 回オー
プントーナメント全九州空手道選手権大会が 11

月 25日、鹿児島県体育館において開催された。
　喜界道場からは 4人が入賞し、今回初出場で準優
勝した芝山里

り ま

真さん（早町小 1年・小野津）は「初め
ての大会でとても緊張したけど、怖くはなかった。相
手は強かったけど練習の成果を出して勝てた時はうれ
しかった。次は優勝したい」と話した。【結果】準優
勝：芝山里

り ま

真（小 1女子・小野津）、3位：俊原桜
おうすけ

佑（小
4男子初級・中里）、3位：芝山かずや（中 1男子重量・
小野津）、3位：槇野秀子（一般女子・赤連）

新極真空手

　全九州大会で入賞者多数！

第28回大島地区障害者ゲートボール大会が 11月
8日、龍郷町にて開催され、喜界町チームが見

事 2連覇をかざった。喜界町チームはこれまでの郡
大会で何度も 2位を獲得していたが、優勝はなかな
かできずくやしい思いをしていた。それが昨年の大
会で悲願の初優勝を飾り、今年も勢いそのままに 2
連覇を果たした。町身体障害者協会の濵川孝久副会
長は「昨年悲願の初優勝を果たして今年も 2年連続
の優勝ができたことは大変うれしい。今後しっかり
と練習し県大会でもがんばりたい」と笑顔を見せた。

障害者ゲートボール大会

　郡大会で喜界町チームが 2連覇！

左のお２人が夏蓮さんのホスト
ファミリーのご夫妻

とのこと。
　萌音さんは「自分の英語力の無さに悔しくなったりもし
たけれど今後の人生に役立つ経験ができたと思う。周り
の友だちに楽しかったことをたくさん話して、１人でも多く
の友だちにホームステイに興味を持ってもらいたい」、夏
蓮さんは「もともと英語に興味があったが進学先に悩ん
でおり、少しでもヒントが得られればと思って参加した。
この１ヵ月足らずの期間では物足りなく感じた。英語のコ
ミュニケーション力を上げてまた訪れたい。喜界島のこと
をホストファミリーにすごくＰＲできたことは良かった」と話
した。取材中に2人が口にした「行けば何とかなりますよ」
の言葉に彼女らの成長が感じられた。

日本からのホームステイ
メンバーと一緒に

左から芝山かずやくん、芝山里真さん、俊原くん、槇野さん 郡大会優勝後に勝利の記念撮影

左から夏蓮さん、萌音さん
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着ゴミと海を知って・作って・考えるＷＥＥＫ開催 ！

　～１人の100歩よりも100人の1歩～漂着ゴミと海を知って・作って・
考えるＷＥＥＫが喜界島クリーンアップ・プロジェクト（安田暢子代表）
の主催で開催された。
　11月17日にサンゴ礁科学研究所にて行われた「親子で楽しく知る・
作る」イベントには7組の親子20人が参加した。第１部では漂着ゴミが
どこから、なぜやってくるのかなどについて学習した。第２部では海岸で
拾った貝殻やサンゴを使って思い思いのキャラクターや飾りなどを作成す
るクラフト教室が行われた。
　11月 23日に役場トレーニング室で行われた「大人が真剣に知る・考
える」イベントでは、与論島在住で誇れるふるさとネットワーク代表の
池田龍介さんを講師に迎え、講演会及び漂着ゴミについて考えるワーク
ショップを行った。講演会では、池田さんが１人で始めた「365日毎朝ゴ
ミ拾い」の活動が大きく広がっていった経験などについて説明があった。
ワークショップでは漂着ゴミ対策について「みんなで無理なく拾う」には
どうしたらいいか活発な意見が交わされ様々なアイディアが出された。

漂着ゴミが喜界島に流れつく理由を勉強中！漂着ゴミが喜界島に流れつく理由を勉強中！

づくり染・織展が開催！

　「島・染織会」が主催する染・織展
が11月25日、自然休養村管理センター
で開催された。会場には、発起人の
益田勇吉さん（荒木出身）指導の下
で会員が制作した色鮮やかなスカーフ
やハンカチをはじめ、島の織工による
大島紬など多数の作品が展示され、来
場者の目を楽しませていた。また、会
場にはお茶と茶菓子がいただけるコー
ナーも設置され大盛況だった。

活発だったワークショップ活発だったワークショップ

講師の池田龍介さん講師の池田龍介さん

クラフトに熱中♪クラフトに熱中♪

クリスマスリースも完成クリスマスリースも完成

来場者も多く詰めかけた来場者も多く詰めかけた お茶と茶菓子の振る舞いお茶と茶菓子の振る舞い

手

漂

かわいいオリジナルキャラ誕生かわいいオリジナルキャラ誕生
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喜
界
島
に
は
、
サ
ン
ゴ
の
石
を

使
っ
た
石
垣
や
お
墓
、
隆
起
し
た

サ
ン
ゴ
礁
地
形
を
活
用
し
た
生
活

ス
タ
イ
ル
な
ど
、
身
近
な
暮
ら
し

に
サ
ン
ゴ
礁
の
海
を
利
用
し
て
島

独
自
の
文
化
（
サ
ン
ゴ
礁
文
化
）

が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
．
研
究
所

で
は
環
境
省
・
世
界
自
然
保
護
基

金
ジ
ャ
パ
ン
・
喜
界
町
と
協
働
し
、

喜
界
島
の
か
け
が
え
の
な
い
資
源

で
あ
る
「
サ
ン
ゴ
礁
文
化
」
を
再

認
識
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
「
地

域
の
活
性
化
」「
伝
承
文
化
継
承
」

「
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
」
に
結
び
つ

く
持
続
可
能
な
活
動
が
地
域
で
展

開
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
「
サ

ン
ゴ
の
島
の
暮
ら
し
発
見
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

「
サ
ン
ゴ
の
島
の
暮
ら
し
プ
ロ

「
サ
ン
ゴ
の
島
の
暮
ら
し
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
一
緒
に
サ
ン
ゴ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
一
緒
に
サ
ン
ゴ

礁
文
化
を
見
つ
け
よ
う
！

礁
文
化
を
見
つ
け
よ
う
！

　

7
月
〜
12
月
に
、
早
町
地
区
、

志
戸
桶
・
荒
木
・
上
嘉
鉄
集
落

に
て
、
昔
の
暮
ら
し
を
思
い
出
す

こ
と
の
で
き
る
資
料
を
持
ち
寄
っ

て
、
各
集
落
で
の
お
祭
り
・
産
業
・

漁
・
遊
び
な
ど
様
々
な
サ
ン
ゴ
礁

文
化
を
発
掘
し
た
り
、
集
落
内
を

歩
い
て
サ
ン
ゴ
礁
文
化
を
見
つ
け

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し

た
。

サ
ン
ゴ
活
動
記

　

喜
界
町
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

島
の
サ
ン
ゴ
礁
文
化
を
探
る
「
サ

ン
ゴ
の
島
の
暮
ら
し
発
見
！
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」第
3
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
早
町
・
志
戸
桶
・
上
嘉
鉄
・

荒
木
に
て
開
催
し
ま
す
。

〈
開
催
日
時
〉

　

2
月
23
日（
土
）・
2
月
24
日（
日
）

　

詳
細
は
後
日
ご
案
内
し
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
情
報 

♪

第第
33
回「
サ
ン
ゴ
の
島
の
暮
ら
し
発
見
！

回「
サ
ン
ゴ
の
島
の
暮
ら
し
発
見
！

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

志戸桶集落でのワークショップ志戸桶集落でのワークショップ

早町のサンゴ礁科学研
究所で飼育されている
ハマサンゴ
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エネルギッシュな歌とダンスパフォーマンスで沸かせたシャイさん

優しく柔らかな歌声とトークで魅了した河口さん

底抜けに明るくノリノリなス
テージで魅了 ＩＳＥＫＩさん

豪華出演者による一流の音楽に多くの聴衆が酔いしれました終了後のサイン会は、たくさんの笑顔があふれていました

透明感のある歌声と優雅な雰
囲気で観客を虜にした城さん

　

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
喜
界
島
O
T
O
祭

り
」が
11
月
9
日
、町
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、複
数
の
プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る

本
格
的
コ
ン
サ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
で
昨
年
の
初
開

催
に
続
き
2
年
連
続
で
の
開
催
。

　

元
キ
マ
グ
レ
ン
の
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
さ
ん
、シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
河
口
恭
吾
さ
ん
、、奄

美
市
出
身
の
歌
手 

城
南
海
さ
ん
、シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
シ
ャ
イ
さ
ん
ら
4
人
の
豪
華

メ
ン
バ
ー
が
出
演
し
た
。

　

島
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
多
く
の
観
客
が
秋

の
夜
の
ひ
と
時
、至
上
の
音
楽
に
酔
い
し
れ

た
。　～秋の夜長に

　　　　癒されて～

4人のミュージシャンとスギラ合唱団とのコラボレーション4人のミュージシャンとスギラ合唱団とのコラボレーション

喜界島ＯＴＯ祭り
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す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

国
保
の
皆
さ
ん
、
ま
だ
間
に
合
い

ま
す
。
町
内
医
療
機
関
で
個
別
健

診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

　
　

保
健
福
祉
課
国
保
係　

　
　
　
　

☎
６
５
‐
３
６
８
５

３ 歳 児 健 診 で 虫 歯 ゼ ロ だ っ た よ ! !３ 歳 児 健 診 で 虫 歯 ゼ ロ だ っ た よ ! !

龍田　心
こ は る

春ちゃん都　凜
り ん と

斗くん大楠　千
ち あ き

彰くん大山　莉
り る

瑠ちゃん 惠　夢
ゆ め ほ

穂ちゃん

大喜　紫
し ほ

歩くん澄江　快
か い と

飛くん渉　良
りょうえい

永くん巌　陽
ひ な た

愛ちゃん

　

高
血
圧
や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常

症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
自

覚
症
状
が
出
な
い
こ
と
が
多
く
、

日
々
の
生
活
習
慣
の
中
で
、
気
づ

か
な
い
う
ち
に
進
行
し
て
い
き
ま

す
。
内
臓
肥
満
に
高
血
圧
・
高
血

糖
・
脂
質
代
謝
異
常
な
ど
が
組
み

合
わ
さ
る
と
、
大
事
な
血
管
が
傷

つ
き
や
す
く
な
り
、
心
臓
病
や
脳

卒
中
な
ど
の
命
に
関
わ
る
病
気
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

喜
界
町
で
は
、
近
年
、
急
性
心

筋
梗
塞
の
死
亡
が
全
国
の
2
倍
近

く
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
若

い
年
代
で
介
護
が
必
要
に
な
る
原

因
は
、
脳
卒
中
が
最
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
で
、
自
分
の
健
康
状

態
を
確
認
し
て
、
早
期
に
対
応
す

健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

健
診
で
健
康
を
守
ろ
う
！

　

特
定
健
診
は
お
済
で
す
か
？

る
こ
と
で
生
活
習
慣
病
の
重
症
化

を
防
ぐ
こ
と
も
可
能
で
す
。
ご
家

族
や
お
仲
間
で
声
を
か
け
あ
っ
て

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

あなたの集落は？
目標 60％以上

■Ｈ 28
■Ｈ 29
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教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

ま
ど
ま
ど

教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

ま
ど
ま
ど

　

平
成
30
年
12
月
１
日
（
土
）
喜
界
町
役

場
で
後
期
や
る
気
塾
の
開
講
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
後
期
は
、
町
内
の
小
・
中
学
生

52
名
が
意
欲
を
も
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校

の
先
生
方
や
喜
界
高
校
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
子
供
た
ち
の
や
る
気
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
ま
す
。
後
期
も
、
実
験
や
物
づ
く

り
な
ど
を
通
し
て
子
供
た
ち
の
思
考
力
や

　

開
会
行
事
で
は
積
山
泰
夫
教
育
長
が
あ

い
さ
つ
の
中
で
「
ふ
る
さ
と
の
伝
統
文
化

の
継
承
と
新
し
い
文
化
の
創
造
、
学
習
成

果
の
展
示
・
発
表
に
よ
っ
て
、
町
に
学
び

の
風
を
さ
ら
に
強
く
吹
か
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

公
民
館
講
座
皆
勤
賞
と
長
寿
者
学
級
皆
勤

賞
が
各
対
象
者
代
表
の
榊
原
ヨ
シ
子
さ
ん

と
中
島
帳
子
さ
ん
へ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
発
表
で
は
、
公
民
館
講
座
や
自
主

講
座
な
ど
の
21
団
体
が
日
頃
の
学
習
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。
舞
台
発
表
の
合
間

に
は
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
み
や
ま

コ
ン
セ
ー
ル
協
力
演
奏
家
に
よ
る
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
、
来
場
者
は
素
晴
ら

し
い
演
奏
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
に
は
受
講
生
ら
の
作
品

展
示
や
お
点
前
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
町
図
書

平
成
30
年
度
後
期
や
る
き
塾
開
講
！

月　日 内　　容

2月2日
さいころでじゃんけん？
　「エフロンのさいころ」というちょっ
と変わったサイコロで楽しみましょう。

2月16日
火起こしでおなかいっぱい！
　前期に台風で中止になったプログラム
です。学校を通して案内を配布しました。

2月23日
一筆書きができるかな？
　ケーニヒスベルグの橋というお話をも
とにして一筆書きの秘密を探ります。

3月2日
閉講式

連想しりとり
　ちょっと変わったしりとりは，ちょっ
と頭を使います。

判
断
力
、
表
現
力
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

参
加
者
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
参
加
し
た
い
場
合
は
、
当
日
直
接

会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
一
緒

に
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。
今
後
の
講
座

の
予
定
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　

12
月
9
日
（
日
）
に
町
体
育
館
に
て
、

第
3
回
喜
界
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
行
事
に
先
立
っ
て

行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
み
や
ま
コ

ン
セ
ー
ル
協
力
演
奏
家
の
方
々
と
喜
界
高

校
・
喜
界
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
合
同

演
奏
を
行
い
、
大
河
ド
ラ
マ
「
せ
ご
ど
ん

テ
ー
マ
曲
」
と
「
海
の
声
」
の
二
曲
を
披

露
し
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

喜
界
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
開
催
！

オープニングを飾ったみやまコンセール協力オープニングを飾ったみやまコンセール協力
演奏家の方々と中・高吹奏楽部の合同演奏演奏家の方々と中・高吹奏楽部の合同演奏

館
に
よ
る
古
本
市
な
ど
も
設
置
さ
れ
作
品

展
示
に
見
入
る
姿
や
体
験
を
楽
し
む
様
子

が
多
数
見
ら
れ
ま
し
た
。
体
育
館
の
外
で

は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
奄
美
少
年
自
然

の
家
主
催
事
業
の
「
も
の
つ
く
り
教
室
」

が
開
催
さ
れ
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。
前
日
に
は
同
事
業
と
し
て
星
空
観

測
会
も
あ
り
、
あ
い
に
く
曇
天
に
よ
り
町

体
育
館
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
多

く
の
親
子
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。　
　奄美少年自然の家主催「ものつくり奄美少年自然の家主催「ものつくり

教室」に参加する子どもたち教室」に参加する子どもたち
好評だった着付け教室による大島好評だった着付け教室による大島
紬ファッションショー紬ファッションショー

みやまコンセール協力演奏家の方たちのみやまコンセール協力演奏家の方たちの
演奏は会場全体を魅了した演奏は会場全体を魅了した
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さまざま情報 インフォメーション

美しい村を探す　～九州沖縄～
「日本で最も美しい村」連合　九州ブロック合同企画

第 6回目の今回は、熊本県の高森町を紹介します。

　熊本県の最東端に位置し宮崎県、大分県に隣接す

る阿蘇山に抱かれた自然豊かな町「高森町」。基幹産

業は、観光と農林業です。熊本地震で被災し、目下

全線復旧を目指す南阿蘇鉄道トロッコ列車、高森湧

水トンネル公園、高森殿の杉などが観光の目玉です。

特産品は、あか牛、ヒゴムラサキ（ナス）や高原野

菜のほか、挿し木育成法が特徴的な阿蘇南郷檜 ( ア

ソナンゴウヒ ) などがあります。

地域資源１　美しい草原景観
　阿蘇カルデラの中にある高森町は、古来より人の

手を介し創り、守られてきた草原を有しています。

この草原風景は、２０１７年「重要文化的景観」に

選定されました。国の宝として未来に残すため、今

後も保全していく必要があります。

地域資源２　豊かな環境を生み出す水の源
　高森町は潤沢な阿蘇の伏流水にも恵まれ、生活・

農業用水のほか酒や味噌・醤油などの地域産業を支

えています。旧国鉄高森線の延伸工事中、出水が発

生し工事は中断。以来、毎分３０トン以上もの水が

湧き出し続けている高森湧水トンネル公園は、季節

第 6 回　熊本県高森町　　人口約 6 , 5 0 0 人

の装飾が多くの観光客を魅了します。

地域資源３　神秘な時間が流れる神社群と肥後三馬
鹿騒ぎ「風鎮祭」
　神々が宿ると言われている高森町にはいくつかの

歴史的名所が存在します。「草部 ( くさかべ ) 吉見 ( よ

しみ ) 神社」「上色 ( かみしき ) 見 ( み ) 熊野座 ( くま

のいます ) 神社」「高森殿 ( どん ) の杉」など荘厳な

雰囲気に包まれ、パワースポットとして近年人気を

博しています。

　また、風を鎮め五穀豊穣を祈る、270 年もの歴史

を持つ夏の風物詩「風鎮祭」も高森町を語るなかでは、

はずせない行事です。

朝崎郁恵コンサート ～ 喜界島への恩返し ～ 
　喜界島中間出身の祖母・マツと、喜界島城久出身の父・辰恕を持つ朝崎郁恵。幼少期よ
り喜界島のシマ唄を唄い育って来た。しかし一方の喜界島では、シマ唄人口の減少に伴い、
喜界島固有のシマ唄は消滅の一途を辿りつつある。
　朝崎は「喜界島のシマ唄を歌える人が喜界島にほとんどいなくなってしまった。ぜひとも
自分のルーツである喜界島に行って、シマ唄の無料コンサートを開いてシマ唄の種を撒きた
い。それがシマ唄を歌い続けて来た私の、喜界島への恩返しで、最後のお役目です」と語る。

2019  2/23  [ 土 ] 　喜界町体育館 　開場 18：00  開演 18：30
・入場無料　  ・出演　朝崎郁恵　
　　　　　　　　      マブリ（田中アツシ＆奈良大介）

阿蘇山 あか牛 高森湧水
トンネル公園
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さまざま情報 インフォメーション

農地（畑）購入・農地借り受け募集中
（合同会社「大地の恵」代表　加島 直）

　喜界町のすばらしい自然環境・人情味豊かな島に改めて感動しＵターンし農業

を始めたいので、農地購入及び農地借り受け募集中です。希望される方は下記に

ご連絡ください。農地購入等については、面積が１０ａ（１反）以上を希望いた

します。（喜界町全域を対象）

　

　【連絡先】

　　合同会社「大地の恵」　喜界町湾２９９-５番地　☎０９０-４７７０-９３０８
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（重野 泰介）

有料広告

有料広告
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鹿児島県の 最低賃金

鹿児島労働局・労働基準監督署

鹿児島県
最低賃金

時 間 額 効力発生日 適　用　範　囲 

761円 平成30年
10月1日

鹿児島県内のすべての労働者及び使用者に
適用されます。
ただし、下表記載の産業に該当する場合は、各産業別
最低賃金が適用されます。

産 業 名 時 間 額 効力発生日 適　用　範　囲 

電子部品・デバイ
ス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機 
械器具製造業
(医療用計測器製造業
を除く、ただし心電計
製造業は含む)

788円 平成30年
12月28日

次に掲げる者を除く。（ただし、鹿児島県最低賃金は適用されます。）
① 18歳未満又は65歳以上の者   
② 雇入れ後６月未満の者であって、技能習得中のもの   
③ 次に掲げる業務に主として従事する者   
　イ　清掃又は片付けの業務   
　ロ　 手作業により又は手工具若しくは小型動力機を用いて行う組

線、巻線、かしめ、取付け、バリ取り、かえり取り、鋳ばり取
り、刻印又は選別の業務（これらの業務のうち流れ作業の中で
行う業務を除く。）

　ハ　 手作業による包装、袋詰め、箱詰め、材料の送給又は取りそろえの
業務

自 動 車（ 新 車 ）
小 　 　 売 　 　 業 821円 平成30年

12月28日

次に掲げる者を除く。（ただし、鹿児島県最低賃金は適用されます。）
① 18歳未満又は65歳以上の者
② 雇入れ後６月未満の者であって、技能習得中のもの
③ 清掃又は片付けの業務に主として従事する者

百 貨 店 ，
総 合 ス ー パ ー 761円 左記の最低賃金は、平成30年度は改正がありませんでした。

このため、平成30年10月１日から鹿児島県最低賃金７61円以上の支払いが必要となります。

地域別最低賃金

特定最低賃金（産業別最低賃金）

http://isite.mhlw.go.jp/kagoshima-roudoukyoku/ 最低賃金テレフォンサービス☎099-223-8881

● 最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなどすべての労働者に適用され、使用者は労働者に対し、最低賃金額以上の賃金を支払わなけ
ればなりません。

● 特定最低賃金（産業別最低賃金）は、県内の特定の産業の労働者と使用者に適用されます。 
地域別と産業別の両方の最低賃金が同時に適用される場合には、高い方の最低賃金額以上の賃金を支払わなければなりません。 
なお、「外国人技能実習生」は、「技能習得中のもの」には該当しません。

●最低賃金には、次の賃金は算入されません。
① 臨時に支払われる賃金（結婚手当など） ② 一月を超える期間ごとに支払われる賃金(賞与など）
③ 時間外・休日・深夜労働に対する割増賃金 ④ 精皆勤手当、通勤手当、家族手当

●最低賃金に関する基礎調査、賃金構造基本統計調査にご協力をお願いします。
最低賃金に関するお問い合わせ先　鹿児島労働局賃金室（☎０９９－２２３－８２７８）　又は最寄りの労働基準監督署 

≪ご存知ですか？　最低賃金引上げ支援　中小企業最低賃金引上げ・支援対策費補助金（業務改善助成金）≫
お問い合わせ先 鹿児島労働局雇用環境・均等室（☎０９９－２２３－８２３９）　又は
 鹿児島県働き方改革推進支援センター（鹿児島県社会保険労務士会内 ☎０９９－２５７－４８２３）

使用者も、労働者も、必ず確認、最低賃金！

761761
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さまざま情報 インフォメーション

全戸配布したチラシに記入してクラブハウス（町体 2階）へ提出してください。
締切 2月 12日（火）（梶原 080-6421-7422）
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さまざま情報 インフォメーション
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町からのおしらせ
Information from town 

● 20 歳の加入手続き（国民年金第１号被保険者）
　日本年金機構より、20歳の誕生月の前月に「資
格取得届書」が本人宛てに送付されますので、お近
くの年金事務所または市町村の年金窓口へご提出く
ださい。後日、年金手帳や保険料納付書が届きます。
※ 所得の減少等により納付が困難な場合には「保険
料の免除制度・納付猶予制度」があります。

※学生さんには「学生納付特例制度」があります。
●問い合わせ　
　住民課　国民年金係　☎６５－３６８７
　奄美大島年金事務所　☎５２－４３４１

　 国民年金保険料の納付には、割引額が多い「前
納制度」があります。

※ 口座振替・クレジットカード納付による「2
年前納・１年前納・６カ月前納」の申込期限
は2月末までです。（引き落とし日：4月末日）

※現金支払い（納付書）の前納もあります。

  「20 歳になったら国民年金」
　公的年金は、老後やいざというときの生活を現役
世代みんなで支えることを基本とした仕組みです。
具体的には、若いときに公的年金に加入して保険
料を納め続けることで、年をとったとき・病気やケ
ガで障害が残ったとき・家族の働き手が亡くなった
ときに、年金（老齢・障害・遺族等）を受け取るこ
とができる制度です。（保険料収入以外にも税金や
年金積立金が年金給付に充てられています）
※ 日本国内に住む20歳以上 60歳未満の全ての方
に公的年金への加入が法律で義務付けられてい
ます。
※ 加入手続きや保険料の納め方は、公的年金制度に
よって異なります。

住民課からのおしらせ 1　
「国民年金で将来の安心を！」

お済ませください。
　なお、２月28日 (木 )の午後と翌３月１日 (金 )
の午前には、役場研修室にて大島税務署の申告相談
が予定されていますのでご利用ください。（本人確
認のため、マイナンバーカード等の提示又は写しが
必要となる場合がありますので、ご持参ください。）
　【問い合わせ先】役場税務課　☎６５－３６８６

　平成30年分の所得税・町県民税の確定申告期間
は、平成31年２月18日 (月 )から３月15日 (金 )
までとなっています。
　また、消費税及び地方消費税の確定申告期間は、
平成 31年２月 18日 ( 月 ) から４月１日 (月 ) ま
でとなっています。申告と納税は期限内にお早めに

税務課からのおしらせ
「確定申告始まります！」

平成３１年度分　住民税申告受付日程表
月日
（２月） 午前 午後

開催場所
標記ない場合は
集落公民館

月日
（３月） 午前 午後

開催場所
標記ない場合は
集落公民館

2月 15日（金） ※山田 ※伊砂 3月 1日（金） 確定申告（税務署来訪）手久津久 白水 9：00 ～ 12：00

2月 18日（月） 予備日 3月 4日（月） 佐手久 嘉鈍

2月 19日（火） ※中熊 ※先内 中間 3月 5日（火）志戸桶東部花良治 浦原 前金久

2月 20日（水） 坂嶺 上西 坂嶺（生活館）
3月 6日（水）志戸桶南部早町 早町（地区センタ－） 伊実久

2月 21日（木） 荒木 上中 3月 7日（木） 池治
先山 赤連

2月 22日（金） 中里 中里（新公民館）
3月 8日（金） 湾上東

2月 25日（月） 西目・大朝戸 川嶺 西目（大朝戸公民館）（半日）午前 9時～ 11 時　午後 1時～ 3時
（１日）午前 9時～午後 2時

2月 26日（火） 滝川 塩道 　　　※山田・中熊 午前 9時～ 10 時
城久 島中 　　　※先内 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

2月 27日（水） 神宮 阿伝 　　　※伊砂 午後 1時～ 2時
蒲生 羽里

2月 28日（木） 確定申告（税務署来訪） 　※集落の日程は変更になる場合があります。
14：00 ～ 16：00 　　（申告日の 2日前から集落放送を行います。）
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＊おおきくなあれ＊＊ 1 歳になりました＊

－－今月の題字今月の題字－－

徳田　徳田　柚柚
ゆずはゆ ず は

華華  ちゃんちゃん

【中里】【中里】

　クリスマスイブに生まれてきてくれた柚華は、
パパとママにとって最高のプレゼントです。
　いつもキラキラな笑顔に元気をもらっているよ。
　これからも元気いっぱい笑顔いっぱいのすてき
な女の子に育ってね！　　　　　　 　（父母より）

（父 健一・母 真奈美）（父 健一・母 真奈美）

【志戸桶】【志戸桶】

　今月の広報『きかい』の題字は喜界高校
普通科３年生の３人。「将来」について尋ね
てみました。
　耕大くんは「4月から喜界町で消防士とし
て働く。町民の安全・安心のため全力で尽
くしたい」。章くんは「4月から県内の大学
に進学する。様々なことにチャレンジしなが
ら経験を積み、自分の進むべき道をしっか
り見つけたい」。誠也くんは「4月から県内
の専門学校で学び介護士を目指す。父のよ
うに誠心誠意、人に尽くせる介護士になり
たい。将来は介護士の仕事を通して島の方
たちに恩返しがしたい」と話してくれました。
　３人とも 4月からの新生活を全力で突っ
走れ！ちばりよ～島の宝子たち ! !

　竹下　耕
こうだい

大くん　『き』
　伊地知　章

しょう

くん　『か』
　川畑　誠

せいや

也くん　『い』

界 界 翔翔
しょうきろうしょうきろう

希郎希郎くん（くん（小6、左）　  　 　　小6、左）　  　 　　留留
る なる な

奈奈さん（さん（高3、右）高3、右）

　　　　　　　　　　梨梨
り あ なり あ な

亜奈亜奈さんさん（小5）　 （小5）　 幸幸
ゆき なゆ き な

奈奈ちゃんちゃん（１歳）（１歳）

　ビューティーアドバイザーを目指し春に上京する長
女。サッカー選手になる為、日々練習に励む長男。ひょ
うきん者で家族を笑わせてくれる面倒見のいい次女。
癒しパワーでみんなを幸せにしてくれる三女。いつま
でも4人仲良く助け合いながら頑張ってね！（父母より）

（父 亮太・母 英子）（父 亮太・母 英子）

　さて、広報きかいではこれまで１歳になり

ましたのコーナーで毎月お１人のみ掲載して

きましたが、今後は希望される方全員を掲載

させていただきたいと考えています。

　以下の条件に当てはまる方で掲載を希望さ

れる方は申込期限までに連絡をお願いしま

す。

○ 3 月号掲載予定のお子さんの条件

　平成 29 年 12 月～平成 30 年 2月生まれ

で喜界町にお住いのお子さんです。

　出演希望の方は、2 月 12 日（火）までに

広報係夏目（65-3683）へご連絡ください。

 皆 さ ～ ん ！
　 　 　 「 1 歳 に な り ま し た 」
　 　 　 　 　 　  撮 影 会 を 行 い ま す ！
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（
敬
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略
）

喜界町の住民基本台帳人口
（平成31年1月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,804 戸（▲ 11）
人 口  ・・・・ 7,097 人（▲ 11）
男   ・・・・ 3,502 人（▲ 5）
女   ・・・・ 3,595 人（▲ 6）

（　）は前月比、▲はマイナス
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連
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）
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に
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上
地　
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光 　

 （
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間
）

松
下　

加
津
子  （
中
間
）　

※ 

喜
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町
に
住
所
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あ
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方
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も
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島
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に
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籍
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（
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届
）
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載
を
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望
さ
れ
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は
、
住
民
課
戸
籍
係
（
☎
65
ー

３
６
８
７
）
へ
直
接
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

納付をお忘れなく！（1月）
【税】町県民税第 4期・国民健康保険税
第 5期・後期高齢者保険料 5期・介護保
険料 5期　1/31まで
【使用料】1月分簡易水道・下水道使用料・
公営住宅使用料・保育料　1/31まで
役場 1階会計又はお近くの金融機関で納
めてください。納入はお早めに ! !

<

萌
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会>

敬
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会
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で
皆
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り
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息
白
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男
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き
び
刈
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取
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や
た
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黙
々
と

美
代　

イ
シ

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

弘
岡　

稲
子

中
村　

ひ
ろ
え

－－ 今 月 の 風 景今 月 の 風 景 －－

　ツワブキは食用にもなりとても馴染み深い植物だが、
満開の花の鮮やかさには目を奪われる美しさがある。
さて、写真のツワブキは少々ピークを過ぎてしまって
いるが、12 月 25 日に百之台林道周辺で撮影したもの。
ご存じの方もいるだろうがここにはツワブキの花が一
面に咲き誇っている場所がある。見通しのいい原っぱ
に無数の花が咲き誇っている風景を見ると何とも温か
い気持ちになる。皆さんも一度散策してみてはいかが
だろうか。天気さえよければ、心地いい時間を過ごす
ことができるかもしれない。

百之台林道のツワブキロード百之台林道のツワブキロード
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）
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◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

すこ・・・ 旧すこやかセンター
子育・・・   子育て支援センター
コミ・・・ 役場コミュニティホール
トレ・・・ 役場トレーニング室
研修・・・ 役場研修室

くらしのカレンダーくらしのカレンダー

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。
毎週月曜日は図書館休館日です
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館２階）です

■　

編　

集　

後　

記　

■

（平成 31年２月１日～２月 28日迄）

■
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
■
皆
さ
ん
は
ど
ん

な
１
年
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
だ
ろ
う
か
。
広
報
係
の
年
明
け

は
初・

・

・

・

日
の
出
の
撮
影
に
始
ま
り
、
初
詣
や
各
種
元
旦
・
正
月

イ
ベ
ン
ト
、
成
人
式
の
取
材
に
駆
け
回
る
。
よ
う
や
く
仕
事
が

終
わ
れ
ば
新
年
の
あ
い
さ
つ
ま
わ
り
を
し
て
大
好
き
な
お
酒
を

ち
ょ
こ
っ
と
い
た
だ
く
と
い
う
具
合
。
普
段
よ
り
む
し
ろ
ハ
ー

ド
な
お
か
げ
で
正
月
ボ
ケ
な
ど
と
は
無
縁
で
あ
り
、
超
ス
ム
ー

ズ
に
仕
事
始
め
を
迎
え
ら
る
の
は
役
得
だ
。
■
そ
ん
な
正
月
ネ

タ
満
載
の
1
月
号
表
紙
を
飾
っ
た
喜
界
馬
。
か
つ
て
喜
界
馬
が

活
況
だ
っ
た
時
代
、
蹄て

い
て
つ鉄
（
ひ
づ
め
に
装
着
し
て
、
ひ
づ
め
の

損
傷
な
ど
を
防
ぐ
鉄
具
）
い
ら
ず
で
体
も
丈
夫
な
こ
と
が
高

く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
育
ん
だ
の
は
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
で

で
き
た
島
の
大
地
だ
。
こ
の
島
の
特
異
な
成
り
立
ち
ゆ
え
に
生

ま
れ
た
名
在
来
馬
。
や
は
り
彼
ら
に
は
島
が
一
番
似
合
う
。
今

後
の
展
開
に
期
待
を
寄
せ
た
い
。
■
さ
て
、今
年
は
亥
年
。
真
っ

先
に
思
い
浮
か
ぶ
「
猪
突
猛
進
」。
辞
書
を
開
く
と
「
周
囲
の

人
の
こ
と
や
状
況
を
考
え
ず
に
、
一
つ
の
こ
と
に
向
か
っ
て
猛

烈
な
勢
い
で
突
き
進
む
こ
と
」
と
あ
る
。
ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
む

の
は
よ
い
が
周
り
が
見
え
な
く
な
る
の
は
ま
ず
い
。
と
い
う
こ

と
で
今
年
の
テ
ー
マ
は
ズ
バ
リ
「
猪し

し

の
よ
う
に
攻
め
、
鷹
の
よ

う
に※

俯み瞰
る
（
蝶
の
よ
う
に
舞
い
、蜂
の
よ
う
に
刺
す
風
）」・・・

完
全
に
決
ま
っ
た
・・
息
子
た
ち
か
ら
「
や
べ
ー
、
チ
ョ
ー
か
っ

け
ー
」
と
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
（
笑
）。
■
新
た
な
元
号
に

変
わ
る
節
目
の
年
で
も
あ
る
２
０
１
９
年
。
広
報
き
か
い
は
鷹

の
目
で
幅
広
い
情
報
を
集
め
、猪
の
よ
う
に
取
材
に
突
き
進
み
、

ホ
ッ
ト
に
島
の
話
題
を
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
夏
目
）

　
　
　
　
　
　
　

※
俯ふ

か
ん瞰-

高
い
所
か
ら
全
体
を
見
お
ろ
す
こ
と
。

日 月 火 水 木 金 土
2/1 2/2

●図書館特別
資料整理休館
（～2/7）

●やる気塾
【コミ14：00～】

2/3 2/4 2/5 2/6 2/7 2/8 2/9
●奄美病院巡
回診療（～2/7）
【診療所8:30～】

●体操教室
【コミ9:30～】
●ブックスタート
おはなし会
【図書館11:00～】

●土曜授業
●体操教室
【コミ9:30～】
●節分おはなし会
【図書館14:00～】
●シマ唄シマゆ
みた発表会
【コミ13:30～】

2/10 2/11 2/12 2/13 2/14 2/15 2/16
●診療所内科
診療（～2/13）
【診療所8：30～】

建国記念の日 ●団体貸付
（第一保・子支援・
各幼・学童）
【各所 14:30～】

●喜界小学校ラ
ンニング大会
【喜界小9:20～】
●子育て支援来館
【図書館１１：00～】

●やる気塾
【コミ14：00～】

2/17 2/18 2/19 2/20 2/21 2/22 2/23
●母子相談
【子育11：00～】

●ヒグルームライ
（佐手久）

●山祝い（滝川）●乳児健診
【すこ１3:15～】

●やる気塾
【コミ14：00～】

2/24 2/25 2/26 2/27 2/28
●診療所内科
診療（～2/27）
【診療所8：30～】

● 1歳児歯科
相談
【すこ13：30～】

● 3歳児歯科相談
【すこ13：30～】
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